
*1 SCCS SM：
追跡・テレメトリ&コマンド（TT&C）サービスを相互運用する際の事前交渉、

システム構成、運用スケジュール、運用準備、アクセス、および報告に用いる
情報の収集と交換に関わる一連のプロセス
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図1：本推奨規約と他のCCSDS文書との関係性
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【概要】

本推奨規格は、地上局またはデータ中継衛星の運用スケジューリング調整に利用する各種規格のうち、「通信計画情報」 の

フォーマットを規定するものである。

【内容】

宇宙通信相互運用サービスマネージメント（SCCS SM（*1））の「通信計画情報」は、下記の利用形態が考えられている。

宇宙機のミッション設計段階： ユーザ側は追跡サービス提供側に対して、宇宙機運用に必要な追跡支援サービスが受けられる

ことを事前確認するが、その際に本フォーマットを用いて宇宙機ミッションの通信計画情報を提供する。

宇宙機のミッション計画段階： 追跡サービス提供側は、宇宙機運用の数カ月前から数日前までの間、他ユーザとの優先度などを

考慮しつつ、通信計画情報を基に追跡リソースの割り当てを調整する。この作業は軌道/姿勢予測の精度を上げながら

何サイクルか繰り返されるが、この間、ユーザ側は追跡リソース割り当てに必要な情報を通信計画情報として提供する。

図1にSCCS SMを構成する各規格の関係性を示す。通信計画情報はXMLスキーマを用いて定義される。伝達される通信計画情

報は、下記の a)～e)を想定するが、現行版では a)のみが対象であり、b)～e)は将来版での対応が予定されている。

a) predicted communications geometry events
(予測通信ジオメトリイベント(局イベント情報等))

b) sustainable data rates and volume estimate events
(持続可能データレート/量推定イベント)

c) predicted radio frequency interference events
(予測無線周波数干渉イベント)

d) predicted resource conflict events (予測資源競合イベント)

e) cost estimates (コスト見積もり)
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図2：通信計画情報の一例（太陽軸角）

各国宇宙機関及びJAXAの動向

新規文書につき、現在情報を収集中。
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図2に通信計画情報のデータ項目の一例を示す。太陽軸角は、アンテナ開口部を基準として、ある時刻における太陽、アンテ

ナ開口部、宇宙機の間の角度を示すものであり、宇宙機のミッション設計やミッション計画の段階において参照される。

また、表1にはイベントのパラメータ定義の一例を示す。昇降角イベントは、宇宙機が上昇する際に通過する所定の角度など

を示すものである。

rtlt: 光の往復時間を表し、光がアンテナ開口部から宇宙機まで往復するのに必要な時間
(Round trip light time)

表1：イベントのパラメータ定義の一例（昇降角イベントのパラメータ定義）
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